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て丁寧な説明をする必要がある。4.こ の計測グ

ラフにより個人の生活環境放射線の積算量を推定

できる可能性がある。

【結　論】計測 開始か ら8日 間は,沃 素131の 崩

壊を反映 し,そ れ以降はセシウム137の 崩壊の影

響が反映 されていた。2.郡 山と比較 して栃木市

の線量率は少なかった。3.木 造家屋では,上 階

より下階が低 く,鉄 筋コンクリー トの屋内はさら

に低い。

　17)奥 羽大学歯学会事後抄録用紙

　　　－生活環境放射線量の計測に関する検討－

　 ○島田 敏尚,原 田 卓哉,渡 部 剛史,鈴 木 陽典

　　　　　　　　　　　　(奥羽大 ・歯 ・放射線診断)

【目　 的】福島原子力発電所の爆発事故を受け,

生活環境の放射線量を計測 し,推 移を把握する。

【資　料】原 発か ら直 線距 離60kmの 郡 山市 と

160kmの 栃木市の生活環境放射線。

【方　法】ポケッ ト線量計 とGM計 測装置 を用い,

計測値 を永久に継続記録す る。

【結　果】計測開始から8日 間は沃素131の 崩壊が,

それ以降 はセシウム137,134の 崩壊の影響が反

映 された。2.郡 山市と比較 して,栃 木市の線量

率の変化は少ないのが示 された。3.木 造家屋よ

りコンクリー ト家屋の方が少ない。4.初 期非難

の早 さは,一 般人の許容線量 に大きく影響す る。

【考　察】1.郡 山 と栃木市の放射線量は,天 候

に左右 された。2.外 部放射線のみの計測結果で

あり,人 体の影響を評価するには内部被ば く量 を

検討する必要がある。3.放 射線撮影に一層神経

質になっている患者に対 しては,エ ックス線撮影

の リスクとエックス線写真のベネフィットについ
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